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4 これはストリックマン氏のいう“the southern occult tradition”、呂鵬志氏のいう「南方方
士伝統」に相当する。 
5 チュルヒャー（一九九五）七七～八七頁。 



































































































































































































































 さらにラッツ氏は、最近の研究（“Transmission Lineages or Communities of Practice: 























































































































































































































世界観、修行が首尾よく整理されている。次に、Taoist Meditation: The Mao-Shan 
















 ほかに本稿が依拠したのは、ポール・アンダーセン氏（Poul Andersen）の The Method 
of Holding Three Ones: A Taoist Manual of Meditaion of the Fourth Century A. D.（一九
八〇）である。『金闕帝君三元真一経』については、完全に氏の見解に依拠した。また、『登
真隠訣』巻下を翻訳したというツェヅィッヒ氏のドイツ語の博士論文は手に取ることがで












































































































































                                                   









































































                                                   
1 王家葵（二〇〇三）、鍾国発（二〇〇五）、程楽松（二〇一〇）、劉永霞（二〇一〇）など。 
2 〈 〉内は注文を表わす。以下同じ。 



































































                                                   
7 ストリックマン氏は「The Taoist of medieval China were men and women who 
ultimately owed their authority and their corporate identity to the revelation received 
by Chang Tao-ling, and of these Taoists, T'ao Hung-ching was one of the most 




Cedzich 2000, p. 170. 


























                                                   














































































































































































                                                   





34 Robinet 1984, tome 2, The Taoist Canon, vol. 1, 第三部第三章第五節を参照。 
35 第一部第二章第二節を参照 
36 第一部第三章第二節（３）を参照。 
37 The Taoist Canon, vol. 1, pp. 210-211. 










































































































































                                                   




































                                                   
2 この問いの答えは、結論だけを言えば、先行研究（ Strickmann 1977, p. 47, Robinet 1984, 


































































































































































































































































































































































































































































































































                                                   



























































































































































































                                                   
13 「上元検天大録」が三元の儀礼（太真斎法）の一部をなしていることは、ロビネ氏がす
でに指摘している。Robinet 1984, tome 2, pp. 131-135. 





































                                                   

































































                                                   
17 〈 〉内は注文を表わす。以下同じ。 





















































                                                   






































                                                   

































































































































































                                                   































































































































































































































                                                   
33 ただし、一部の霊宝斎法は、治籙を受けていることを前提にしていない。第一部第四章
第四節を参照。 

































                                                   
1 焼香は、神々と通じ合うために不可欠の儀式である。『雲笈七籤』巻三十七「説雑斎法」
所引の『登真隠訣』佚文に「香者、天眞用茲以通感、地祇縁斯以達信。非論齋潔、祈念、






















































































































































                                                   
5 丸山（二〇〇四 a）二一六頁、小林（二〇〇六）四九頁、六三頁、呂鵬志（二〇〇八）一
〇五頁。 







































































































































































































































































                                                   






































19 籙については、Lagerwey 2005, 呂鵬志（二〇〇六）を、治については、陳国府（一九
六三）三三〇～三五一頁、傅飛嵐（二〇〇二）を参照。天師道の道士は、「一百五十将軍籙」
を受けた後、治職に就くことができるとされる。 

































































                                                   

















































































































































































                                                   
1 大淵（一九七八）一八三～一八四頁。 
2 Robinet 1984, tome 2, p. 423. 





































































































































































                                                   
17 「上清大洞真経目」が陸修静の目録にもとづいているという見解は、The Taoist Canon
のシペール氏による上清経全体についての解説に見える（vol. 1, pp. 137-138）。 
18 『曲素経』と『五行秘符』とがもともと別々のものだったことについてはロビネ氏が指










































































































































                                                   
1 Robinet 1984, tome 2, pp. 356-358. 
2 『上清握中訣』の割注は、「云～」という書き出しになっているものが多いが、それが大
文字になっている部分がある。 
3 Strickmann 1981, p. 66. 
4 王家葵（二〇〇三）一〇八頁。 














































































































































『上清握中訣』注 『登真隠訣』注  
巻中１０ａ１０～１１ａ１ 巻中１７ａ８～９ ほぼ一致 
巻中１５ｂ４～５ 巻中２０ａ８～９ 部分的に一致 
巻中１９ａ８～９ 巻中１４ｂ２～３ 




































巻中 守玄丹法 『握中訣』巻下「蘇君伝行事訣」 
大静法 
朝太素～ 『真誥』、『登真隠訣』 
                                                   
11 『上清三真旨要玉訣』には『洞真太上三九素語玉精真訣』（ＨＹ１３１６）の、『上清修
行経訣』には『洞真高上玉帝大洞雌一玉検五老宝経』（ＨＹ１３０２）などの内容がそれぞ
れ取り込まれている。これらの上清経については、Robinet 1984, tome 2 を参照。 




































                                                   






























１ 守玄丹法 １ａ２～２ａ５    
２ 大静法 ２ａ６～４ｂ６    
３ 朝太素 ４ｂ７～５ａ８   本来、第一ブロックに含ま
れていたと考えられる部
分。 
４ 朝玉晨 ５ｂ２～７   
５ 朝青君 ６ａ２～５   
６ 精思 ６ａ９～ｂ２   
７ 悪夢 ６ｂ６～７ａ３   
８ 善夢 ７ａ５～１０   
９  ７ｂ１～２   




１０  ７ｂ３   
１１  ７ｂ４～１０   
１２  ８ａ１～ｂ２   
１３  ８ｂ３～１０   
１４  ９ａ１～６   
１５  ９ａ７～ｂ８   






１７  １０ａ８～ｂ３   
１８  １０ｂ４～１０   
１９  １１ａ１～２ ２ ２ａ２ 
２０  １１ａ２～５ ４ ３ａ６～９ 
２１  １１ａ６～８ ３ ２ｂ２～１０ 
２２  １１ａ１０～１１ｂ１ ７ ４ｂ２～３ 
２３  １１ｂ１～２ ５ ３ｂ１０～４ａ２ 
２４  １１ｂ２～４ ６ ４ａ８～９ 
２５  １１ｂ５～６ ９ ５ａ８～９ 
２６  １１ｂ６～９ ８ ４ｂ６～５ａ５ 
２７  １２ａ１～３ １３ ６ｂ２～５ 
２８  １２ａ４ １２ ５ｂ１０～６ａ１ 
２９  １２ａ５～７ １１ ５ｂ４～８ 
３０  １２ａ７～１０ １４ ７ａ８～ｂ３ 
３１  １２ｂ９～１０ １５ ８ａ８～９ 
３２  １３ａ１ １０ ５ｂ２ 
３３  １３ａ３    
３４  １３ａ３～６    
３５  １３ａ６～７    
３６  １３ａ８ １２ ５ｂ１０～６ａ１  
３７  １３ａ８～１０    
３８  １３ａ１０    
３９  １３ｂ１～２    
４０  １３ｂ３～４    




４２ 服日月象法 １４ａ１～２ ２３ １５ｂ１～３ 
４３ 服日芒法 １４ａ６～１０ ２５ １６ｂ７～１７ａ７ 
４４ 服月芒法 １４ｂ２～７ ２６ １７ｂ３～１８ａ２ 
 100 
４５ 服三気法 １４ｂ９～１５ａ２ ２７ １９ａ２～５ ２ｂ２～３） 
４６ 服霧法 １５ａ４～ｂ４ ２８ １９ｂ３～２０ａ８ 
４７ 守玄白法 １５ｂ６～１６ａ１ ２９ ２０ｂ５～２１ａ３ 
４８ 服開心符法 １６ａ６～ｂ１ ２２ １５ａ１～７ 





５０ 鄷都大祝 １７ａ９～１８ａ１ １７ １１ａ１～ｂ４ 
５１ 六宮名祝 １８ａ３～ｂ２ １８ １２ｂ８～１３ａ７ 
５２ 鄷都頌 １８ｂ４～９ １９ １３ａ７～ｂ２ 
５３  １９ａ２～４ ２０ １３ｂ７～１４ａ１ 
５４  １９ａ４～ｂ１ ２１ １４ａ５～ｂ６ 
５５  １９ｂ２    
５６  １９ｂ３～４    
５７  １９ｂ５    
５８  １９ｂ７    
５９  １９ｂ８～９    
６０  １９ｂ１０～２０ａ２    
６１  ２０ａ４    
６２  ２０ａ６～７    
６３  ２０ａ８～９    
６４  ２０ａ１０    
６５  ２０ｂ２～３    

















































                                                   
19 劉師培（一九三四）２３ｂ～２４ａ。 
20 Strickmann 1977, p. 59. 
21 神塚（一九九九）五八頁、一一四頁。 



































                                                   




























































































































































































































7 筆者は、The Encyclopedia of Taoism でこの論文の存在を知ったが、一九九八年以降の『真
霊位業図』関係の他の研究でも、ほとんど参照されていないようである。なお、この論文
を参考文献として挙げる The Encyclopedia of Taoism の『真霊位業図』の項目（麥谷邦夫）
は、その作者を陶弘景としている。 
8 石井昌子（一九八〇、一九八三、一九九九）、Strickmann 1979, 1981, Robinet 1984, 『道
教事典』（山田利明）、『道蔵提要』、都築晶子（一九九七）、神塚淑子（一九九九）、『中華道
蔵』第二冊解題、The Taoist Canon (Ursula-Angelika Cedzich), 鍾国発（二〇〇五）、張超














































































                                                   


























































番号 『真誥』巻一 番号 『無上秘要』「道人名品」 番号 『真霊位業図』 
















３ 蓬莱右仙公賈宝安 ８ 太清 賈宝安、鄭人、蓬莱
右公 
１７ 第四左位 蓬莱右公賈保安 






 上清？ 欠 ４ 第二右位 右輔侍帝晨領五嶽
司命右弼桐柏真人
金庭宮王君 












９ 嶓冢真人左禁郎王道寧 ９ 太清 王道寧、常山人 １６ 第四左位 磻冢真人右禁郎王
道寧 
１０ 大梁真人魏顕仁 １２ 太清 魏顕仁、大梁真人 １１ 第四左位 大梁真人魏顕仁 
１１ 岷山真人陰友宗 １３ 太清 陰友宗、岷山真人 ２０ 第四右位 岷山真人陰友宗 




１３ 九嶷山侯張上貴 ７ 太清 張上貴、楚人、九嶷
山侯 







１５ 華山仙伯秦叔隠 ４ 太清 秦叔隠、此二人華山
仙伯 
１２ 第四左位 華山仙伯秦叔隠 












１８ 潜山真伯趙祖陽 ６ 太清 趙祖陽、涿郡人、潜
山真伯 























２１ 白水仙都朱交甫 １ 地真 白水仙都朱交甫 ２２ 第六左位 白水仙都朱交甫 





２３ 太和真人山世遠 １１ 太清 山世遠、晋人、伝説
讖記者、太和真人 























































































































































































































































































































































































                                                   
36 The Taoist Canon (Ursula-Angelika Cedzich), The Encyclopedia of Taoism 





































                                                   
39 Robinet 1984, tome 2, p. 410. 『中華道蔵』第五冊、五九一頁（李剛点校）。 



















登真隠訣、真霊位業経 位業図 大洞真経 亀山玄籙 玉検大籙 九天譜録 上皇玉録 玉皇譜録 
１ 玉清紫虚高上元皇
道君 
一位右１  １１ ２２玉清 ２２玉清 １玉清 ２２玉清 
２ 洞虚三元太明上皇
道君 
一位右２  １３ ２４玉清 ２４玉清 ２玉清 ２４玉清 
３ 虚明紫蘭中元高上
嵉皇道君 
一位右４  ２１ ２７玉清 ２７玉清  ２７玉清 
４ 太素高虚上極紫皇
道君 
一位右３  ２０ ２６玉清 ２６玉清 ３玉清 ２６玉清 
右、玉清上元景四道君。  
５ 北玄高上虚皇道君 一位左４ １△ ３８ ３７紫虚 ３８紫清 ４紫清 ３７紫虚 
６ 南朱高上虚皇道君 一位左５ １△ ３９ ３８紫虚 ３９紫清 ５紫清 ３８紫虚 
７ 西華高上虚皇道君 一位左３ １△ ４０ ３９紫清 ４０紫清 ６紫清 ３９紫清 
８ 東明高上虚皇道君 一位左２ １△ ４１ ４０紫清 ４１紫清 ７紫清 ４０紫清 









９ 中元上合虚皇道君 一位中１  ４２ ４１紫清 ４２紫清 ８紫清 ４１紫清 
１０ 五霊七明混生高上
道君 




一位右５  ４４ ４３紫虚 ４４紫清 １０高清 ４３紫清 
１２ 三元四極上元虚皇
元霊君 
一位右６  ４７ ４６高清 ４６高清 １１高清 ４６高清 
１３ 三元晨中黄景虚皇
元臺君 
一位右７  ４８ ４７高清 ４７高清 １２高清 ４７高清 
１４ 三元紫映輝神虚生
真元胎君 
一位右８  ４９ ４５紫清 ４８高清 １３高清 ４８高清 
１５ 玉玄皇道君 一位右９？       
１６ 上皇道君 一位右１０       
右、玉清下元高清六元君。  
１７ 高上道君        
１８ 玉皇道君  一位右１１       
１９ 玉玄道君 一 位 右 １
２？ 
      
２０ 玄清玉皇        
２１ 上皇天帝 一位右１３       
２２ 太上虚皇道君   一位右１５       
２３ 上皇高真太上王君         




二位中１ １４△ ３２△  ６６上清 １４上清 ６４上清 
２６ 紫微太素高虚洞曜
三元道君 
二位左４    ６７上清 １５上清 ６５上清 
２７ 紫晨〔太〕微天帝道
君 ３８ 















３０△ ６０△   ２２上清  
３１ 太元丹林太帝上道
君 ４８ 





二位左７       
３３ 上清紫清太素三元
君道君 
 ８△ ２７△   １８上清  
３４ 上清上元太素元君
道君 
    ６８上清  ６６上清 
３５ 上清中元紫素元君
道君 
    ６９上清  ６７上清 
３６ 上清下元黄素元君
道君 
    ７０上清  ６８上清 
３７ 上清紫晨天帝道君     ７１上清  ６９上清 
３８ 上清太微天（高）
（帝？）道君 ２７ 








三位左１△ １９△ ３３△  ７４上清 ２０上清 ７２上清 
４１ 上清紫元太微〔八）
素三元道君 
二位左９    ７５玄清  ７３玄清 
４２ 玄清洞元青帝玉司
道君 
    ７６玄清  ７４玄清 
４３ 玄清洞元赤帝玉司
道君 
    ７８玄清  ７６玄清 
４４ 玄清洞元白帝玉司
道君 
    ７７玄清  ７５玄清 
４５ 玄清洞元黒帝玉司
道君 




    ８０玄清  ７８玄清 
４７ 玄清紫元虚皇亀臺
九霊太真元君 










３０△ ６０△  ８３玄清 ２２上清 ８１玄清 
５０ 洞清九太虚後聖元
影彭室上真道君 
 ３１ ６１  ８４洞清  ８２洞清 
５１ 洞清八景霊都玄老
君道君 




二位左１０ ３４ ６４  ８６洞清 ２３上清 ８４洞清 
５３ 洞清太玄都九炁丈
人主仙道君 




 ３６ ６６  ８８洞清  ８６洞清 
５５ 洞清玄洲二十九真
伯上帝司禁道君 
 ３７ ６７  ８９洞清  ８７洞清 
５６ 洞清太元晨君列峨
嵋洞宮玉道君 
 ３８ ６８  ９０洞清  ８８洞清 
５７ 洞清後聖九霊真子
上道君 
    ９１洞清  ８９洞清 
５８ 洞清太平仙綜司玉
道君 
    ９３洞清  ９０洞清 
５９ 清微三天長生玄谷
幽真道君  
    ９４清微  ９１清微 
６０ 清微安陽玄虚先生
道君 
    ９５清微  ９２清微 
６１ 清微万石玄遊先生
道君 




    ９７清微  ９４清微 
６３ 清微南宮定仙司録
道君 
    ９８清微  ９５清微 
６４ 清微安昌總仙度厄
道君  
    ９９清微  ９６清微 
６５ 清微玄理煉魂上禁
真皇道君 














































                                                   
44 重複には、ほぼ完全に重複している場合と、号は異なっているが同じ神である場合の二
通りあるが、ここではとくに区別しなかった。 




























                                                   
46 巻下には「上清元始變化元録」（４７ａ）とある。 
47 これらの神々が『位業図』第一位の神々に一致することを最初に指摘したのはロビネ氏








52 The Taoist Canon, vol. 1, p. 602. 
53 Robinet 1984, tome 2, pp. 131-135. 





















































↓         ↓         ↓ 
    「登真隠訣、真霊位業経」 『玉検大籙』    『上皇玉録』 
↓         ｜         ｜ 



























































                                                   








































                                                   
62 第三部第三章第四節（４）を参照。 













































































                                                   






































































                                                   
69 『上清道類事相』巻三（１０ｂ～１１ａ）所引の『登真隠訣』佚文には、神々の宮殿と
そこに住む神々の名が列挙されている。 




















































































































































































































                                                   
5 『真誥』巻五（２ａ）＝『上清太上帝君九真中経』（１ｂ～２ａ）、巻十八（５ｂ）＝『上
清太上帝君九真中経』（２ａ）、『登真隠訣』巻中（５ｂ）＝『上清太上帝君九真中経』（２
ａ）。Robinet 1984, tome 2, p. 68 を参照。 
6 Ibid., p. 69, The Taoist Canon, vol. 1, p. 144, 垣内（二〇〇九）三〇頁。  
7 ロビネ氏の La révélation du Shangqing dans l'histoire du taoïsme（『道教の歴史におけ



















   【１】「太上帝君九真中経内訣」（１ａ３～１１ｂ８） 
   【２】「中央黄老君八道秘言章」（１１ｂ９～１５ｂ７） 
   【３】「太素上清致帝君五神気法」（１５ｂ８～１６ｂ５） 
『上清太上帝君九真中経』巻下 
   【４】「太上玉晨鬱儀奔日赤景玉文」「太上玉晨結璘奔月黄景玉章」（１ａ２～８ｂ９） 
   【５】「太上八景四蘂紫漿五珠絳生神丹方経序」（８ｂ１０～９ｂ７） 
   【６】「太上八景四蘂紫漿五珠絳生神丹方経」（９ｂ８～１８ａ３） 
   【７】「太一餌瑰葩雲屑神仙上方」（１８ａ４～１９ａ９） 
   【８】「太一玄水雲華漿法」（１９ａ１０～ｂ６） 
   【９】「太一大四鎮円法」（１９ｂ７～２２ｂ９） 
   【１０】「太一精菖蒲円散方」（２２ｂ１０～２５ａ１０） 
『上清太上九真中経絳生神丹訣』 
   【１１】「拂童之道」（１ａ２～１ｂ１０） 
   【１２】「太上真人招五辰於洞房籍飛魂於六合隠存秘道」（２ａ１～４ｂ３） 
   【１３】「太上廻元隠道用除罪籍内篇」（４ｂ３～１１ａ５） 
   【１４】「太上九真帝君九陰混合縦景万化隠天経」（１１ａ６～１５ｂ４） 
   【１５】「太上玉晨鬱儀奔日赤景玉文結璘奔月黄景玉章」（１５ｂ５～２１ｂ１０） 
 
 再整理の結果を先にいえば、この表を【１】【２】【４】の一部（②③）、【３】【１１】～





















































































































                                                   
16 『道蔵提要』一〇九〇頁を参照。 
17 「掾書」とは、許掾すなわち許翽の書写本という意味である。 
18 Robinet 1984, tome 2, p. 73, p. 78. 
19 ストリックマン氏は『真誥』巻二十に見える「掾書太素五神、二十四神、并廻元隱道經

























































































 はじめにロビネ氏と大淵氏の見解21をまとめて紹介しておこう。まず、ロビネ氏は La 

















 さらにロビネ氏は The Taoist Canon の解題では、『上清太上帝君九真中経』について「他
の上清のテキストのパッチワークであり、それは多かれ少なかれ、最初のもの（originals）
                                                   
21 ロビネ氏には、“Introduction à l'étude du Kieou-tchen tchong-king” (Bulletin of the 
Society for the Study of Chinese Religions 7, 1979)という『九真中経』に関する専論があ
るが、筆者はそれを入手することができなかった。ただ、この論文が発表されたのは一九
七九年であるから、その主な内容は一九八四年の La révélation du Shangqing dans 
l'histoire du taoïsme に反映されているものと考えたい。 
22 Robinet 1984, tome 2, p. 82. 
23 Ibid., p. 69. 
24 Ibid., p. 82. 
25 Ibid., p. 82. 































                                                   
27 The Taoist Canon, vol.1, p. 144. 
28 Ibid., p. 146. 











































































同。〉……〈右 此の三事も亦た是れ洞房太丹家の事なり。眞經 亦た未だ世に顯はれず。今 世中の經に乃ち
粗ぼ其の事有るも、皆な増損して同じからず。〉（巻九１７ａ） 


































































































































































































































































































































































































                                                   





























































































































































                                                   






















































































                                                   










































































































































































































































                                                   








































Robinet 1984, tome 2, p. 71. 
83 「廻風の法」については、Robinet 1984, tome 2, p. 35-39, 麥谷（一九九二）七九～八
二頁を参照。 
84 『上清金真玉光八景飛経』のなかに『上清太上帝君九真中経』の「八道秘言」の内容が
取り込まれていることは、ロビネ氏がすでに指摘している。The Taoist Canon, vol. 1, p. 141, 


































                                                                                                                                                     


















  ――『無上秘要』巻五３ａ～ｂ、９ｂ～１１ａ、巻十七１ｂ、巻三十２ｂ 
【４】「太上玉晨鬱儀奔日赤景玉文」「太上玉晨結璘奔月黄景玉章」の①④＝【１５】「太上
玉晨鬱儀奔日赤景玉文結璘奔月黄景玉章」 
  ――『無上秘要』巻三十二１４ａ、巻三十三４ｂ、巻十八１ａ～２ａ 
【４】「太上玉晨鬱儀奔日赤景玉文」「太上玉晨結璘奔月黄景玉章」の②＝本来は【２】「中
央黄老君八道秘言章」の一部 
  ――『無上秘要』巻四十七７ａ 
【９】「太一大四鎮円法」 
  ――『無上秘要』巻八十八１ｂ～４ａ 
【１４】「太上九真帝君九陰混合縦景万化隠天経」 

































































































































                                                   
93 『道蔵提要』一〇八九頁。 











































































































                                                   
100 伏尋上清眞經出世之源、始於晉哀帝興寧二年太歳甲子、紫虚元君上眞司命南嶽魏夫人下
降。授弟子瑯琊王司徒公府舍人楊某、使作隸字寫出、以傳護軍長史句容許某并（弟）〔第〕























































































内においても考え方に多少のばらつきが見られる。なお、ロビネ氏は The Taoist Canon の
解題で『洞真太上八素真経服食日月皇華訣』（ＨＹ１３１２）について「最初の上清の啓示
（the original Shangqing revelation）に属するに違いない」（vol. 1, p. 142）と述べている
が、筆者はそうではないと考える。この点については、第三部第三章第四節（３）を参照。 
105 『上清九丹上化胎精中記経』（ＨＹ１３７１）には「神々の混合」や「解結」のことが
説かれている。この経典について、ロビネ氏は The Taoist Canon の解題で「現行のテキス



















































































































































                                                   































































































































































                                                   
14 Robinet 1984, tome 2, pp. 117-118. 












２ 『太上九真明科』（ＨＹ１３９８。４ａ） 紫度炎光玄真変経 
３ 『太真玉帝四極明科経』（ＨＹ１８４。巻三５ａ） 紫度炎光玄真変経中方内視 






１ 紫度炎光序 『無上秘要』巻三十４ｂ～５ａ 
２ 太微帝君記 『道典論』巻一８ｂ～９ａ 







６ 五鈴登空歩虚保仙上符 『無上秘要』巻九十七７ａ～８ａ 
７ 流金火鈴内存振威大祝神慧 『無上秘要』巻九十七８ａ～１２ｂ 
８ 帝君夜照神燭 『太真玉帝四極明科経』巻四５ａ 
９ 五帝通光霊符  
１０ 鎮魂固魄飛騰七十四方霊丸 『三洞珠嚢』巻四７ｂ 
１１ 流光曜電変景保生上経 『道典論』巻一１２ａ、『上清衆経諸真聖秘』巻一２
２ａ～ｂ 
１２ 咽液還容保牙求仙法 『三洞珠嚢』巻十９ｂ～１１ｂ 
１３ 廻霄降霞御空上法 『上清衆経諸真聖秘』巻一２２ｂ 
１４ 運度天関披神洞観秘文  
『上清廻神飛霄登空招五星上法経』  
１５ 廻神飛霄登空招五星上法 『無上秘要』巻九十七１ａ～３ｂ 

























































































































































































仙薬 材料の種類 完成時の輝き 
琅玕 十四種（３ａ） 三十七種の色（４ｂ） 
八景四蘂降生神丹 二十四種（１１ｂ） 五十八種の気（１３ｂ） 











                                                   
23 「琅玕丹」と「太上八景四蘂紫漿五珠絳生神丹方経」については、Strickmann 1979, pp. 




































                                                   
24 Robinet 1984, tome 2, pp. 35-39, 麥谷（一九九二）七九～八二頁を参照。 
25 『無上秘要』巻九十七（１ｂ）によって「一」を削る。 















































































































 イザベル・ロビネ氏は上清経研究の第一人者であり、Robinet 1984 においてほぼすべて






























                                                   














The Taoist Canon では、「真の」という言い方よりも、「最初の」と「偽の」が一対の言い
方として用いられていることが多いように見える。 




















                                                   
2 Robinet 1984, tome 2, pp. 5-8. 




































                                                   


























































































 Robinet 1984 は、この経典について「『無上秘要』や『三洞珠嚢』よりも遅い時代（早く
とも七世紀）にまでしか遡らない偽経（un apocryphe text）であるように思われる」11と






















                                                   
11 Robinet 1984, tome 2, p. 195. 
12 The Taoist Canon, vol. 1, p. 169. 
13 冒頭に「一名上清太上廻元九道飛行羽經」（１ａ）とある。 
14 Robinet 1984, tome 2, pp. 192-195, The Taoist Canon, vol. 1, p. 169. 
15 『紫文行事决』の注釈者が陶弘景であることについては、第二部第一章を参照。ただし、
ロビネ氏は『紫文行事决』の注釈と陶弘景との関係を否定的に捉えている。Robinet 1984, 






























































































 この経典について、Robinet 1984 は「真であること（authenticité）が疑わしいもの」30、












                                                   
27 これは『上清金真玉光八景飛経』の分析において示された見解である。Robinet 1984, 
tome 2, pp. 45-49. 





30 Robinet 1984, tome 2, p. 65. 
31 The Taoist Canon, vol. 1, pp. 143-144. 
32 本章第二節を参照。 
33 許栄弟の奥書については、Strickmann 1977. 
































                                                   
35 Robinet 1984, tome 2, p. 60. なお、『登真隠訣』巻下の陶注（２ａ）に言及される「飛
歩祝」の内容も『歩天綱飛地紀』に一致する。 
36 Robinet 1984, tome 2, p. 65. 
37 『無上秘要』に引用されていない六朝道教経典はほかにもある。たとえば、『三天内解経』
や『登真隠訣』など。 




































                                                   
40 The Taoist Canon, p. 144. 
41 Robinet 1984, tome 2, pp. 64-65.  
42 Robinet 1984, tome 2, p. 355. 
 219 
（apocryphes）である、と述べている43。また、The Taoist Canon は『服食日月皇華訣』






















                                                   
43 Robinet 1984, tome 2, pp. 51-57. 
44 The Taoist Canon, vol. 1, p. 142. 
45 Robinet 1984, tome 2, pp. 51-57, The Taoist Canon, vol. 1, p. 142. 
46 アイクマン（一九九九）一四頁。 


















































49 Robinet 1984, tome 2, p. 7. 
50 ここの偽経は、陶弘景にとっての偽経を指すと考えてよいだろう。 




































                                                   











































































                                                   
54 アイクマン（一九九九）二二頁。 





































































ている。また、The Taoist Canon はその各節は「すべて最初（original）の上清の啓示（三
六四～三七〇）に属する」62としている。 
                                                   
57 第二部第三章（２）を参照。 
58 神塚（一九九九）二四二～二四三頁。 
59 Robinet 1984, tome 2, p. 82. 
60 Ibid. 
61 Ibid. 

















 Robinet 1984 は、この経典の年代や真偽については言及していないが、そこに列挙され
た九天名は『洞玄霊宝自然九天生神章経』の九天名に着想を与えたかもしれない、と述べ

















                                                   
63 Robinet 1984, tome 2, pp. 173-174. 





















































































































































                                                   
73 The Taoist Canon, vol. 1, p. 166. 
74 Ibid. 
75 『無上秘要』巻三十二（５ｂ）によって「始」を補った。 































                                                   










































                                                   
83 Robinet 1984, tome 2, p. 188. 
84 Ibid., p. 190. 











































































                                                   
88 神塚（一九九九）一八三～二〇二頁。 
89 Robinet 1984, tome 2, p. 190. 


























 この経典について、Robinet 1984 は「『玉佩金璫』はおそらく上清の啓示以前に存在して
いただろう。それは「石精金光」の符と『玉佩金璫』を含む、かつてのテキストの一部だ
ったように思われる。「石精金光」の符は、当初は『剣経』に属していた。……現行の版本
は、上清の最初の（originale）ものであるように見える」94と述べ、The Taoist Canon は
「現行本は、啓示の期間に書き直された最初の（original）上清の版本である」95としてい
る。 






94 Robinet 1984, tome 2, p. 215. 































                                                   
96 Robinet 1984, tome 2, p. 214. 










































いは再編されたかもしれない」と述べている。Robinet 1984, tome 2, p. 95.  





































                                                                                                                                                     
『服食日月皇華訣』、『上清外国放品青童内文』（ＨＹ１３６２）など。 
106 Andersen 1980, pp. 3-11. 






































                                                   
109 Robinet 1984, tome 2, p. 226. 
110 Ibid., p. 228. 




































                                                   





























番号 上清大洞真経目 正統道蔵 年代 
1 上清大洞真経三十九章 上清大洞真経  C 
2 上清太上隠書金真玉光 上清金真玉光八景飛経 D 







5 上清九真中経黄老秘言 上清太上帝君九真中経 C 
                                                   
114 The Taoist Canon, vol. 1, p. 179. 
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上清太上九真中経絳生神丹訣 A→C 
6 上清上経変化七十四方 （無上秘要） D115 




8 上清黄気陽精三道順行 上清黄気陽精三道順行経 D 
9 上清外国放品青童内文 上清外国放品青童内文 D 










12 上清青要紫書金根上経 洞真上清青要紫書金根衆経 D116 
13 上清玉精真訣三九素語 洞真太上三九素語玉精真訣 D 
14 上清三元玉検三元布経 上清三元玉検三元布経 D 
15 上清石精金光蔵景録形 （無上秘要） A? 
16 上清丹景道精隠地八術 上清丹景道精隠地八術経 D 
17 上清神洲七転七変舞天経 洞真上清神洲七転七変舞天経 D117 






















るが、それは陳景元による引用である。Robinet 1984, tome 2, p. 36, 120. 
117 Robinet 1984 では、「最後のページ（２６ｂ～終わり）だけが改変されたのだろう」 
（tome 2, p. 147）と述べられており、それによれば B に分類すべきであるが、The Taoist 
 243 
18 上清大有八素大丹隠書 洞真太一帝君太丹隠書洞真玄経 D118 




20 上清九丹上化胎精中記 上清九丹上化胎精中記経 A→D 
21 上清太上六甲九赤班符 太上九赤班符五帝内真経 A→D 





























                                                                                                                                                     
Canon では、「最後のページ（２６ｂ～終わり）は、楊羲に啓示された経典群に、この新し
いテキストを含めることを正当化するために付け加えられた」（vol.1, p. 159）としている。





119 この上清経とこれに含まれる『白羽黒翮霊飛玉符』（ＨＹ８３）は、The Taoist Canon
では、「上清の啓示に付属している」（vol. 1, p. 171）や「上清の啓示に遡る」（vol. 1, p. 170）
とされているが、Robinet 1984 では「厳密にいえば真ではない」（tome 2, p. 200）とされ
ている。筆者もこれらを D に分類すべきだと考える。 
120 この上清経を D に分類したのは、筆者の判断による。これは全三巻からなる大部の上清
経であり、ロビネ氏は、このうち巻二は、後に巻一と巻三の間に挿入された偽経（apocryphe）
であるとしている。Robinet 1984, tome 2, p. 220. 一方、巻一と巻三の年代や真偽に関して












29 上清太上黄素四十四方 上清太上黄色素四十四方経 D 
















33 上清太微天帝君神虎玉経真符 洞真太上神虎玉経 D121 
34 上清太上黄庭内景玉経太帝内書 上清黄庭内景経（雲笈七籤） A 
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